
いちごドリルプリント

アフリカ州 名前

問1 アフリカ大陸の南端に位置するある国は、東経20度の経線が大西洋とインド洋の境界として通っており、地形的にも標高2000mを超える山脈や
砂漠、森林といった多様な自然環境を有しています。この国に該当する名称と、その特徴の組み合わせとして最も適切なものはどれですか。
（2017年 東京都公立入試 類似）

1. 砂漠や山脈など多様な自然を持ち
、豊富な鉱産資源に恵まれた南アフ
リカ共和国

2. ナイル川の下流に位置し、地中海
と紅海を結ぶ交通の要所であるエジ
プト・アラブ共和国

3. 広大な熱帯雨林を保有し、カカオ
の栽培が盛んなギニア湾沿岸のコー
トジボワール

4. ギニア湾に面し、アフリカ最大の
人口と石油資源を持つナイジェリア
連邦共和国

問2 ナイジェリアの経済において、輸出総額の推移と国際的な原油価格の動きを比較すると、原油価格の上下に連動して輸出総額が増減する傾向が
見られます。このような経済構造が抱える課題として、最も適切な説明はどれですか。 （2016年 佐賀県公立入試 類似）

1. 国内の工業化が進んでいるため、
原油価格が下落しても輸出総額への
影響はほとんどない。

2. 輸出品目が多角化されているため
、一部の産品の価格が下がっても他
の輸出で補うことができる。

3. 国際価格の変動が国の経済全体に
直接影響するため、財政や景気が不
安定になりやすい。

4. 石油製品の加工技術が高度化した
ことで、原油価格の変動に左右され
ない安定した経済成長を実現してい
る。

問3 南アフリカ共和国の産業や地理的な特徴について述べた次の記述のうち、誤っているものはどれですか。 （2019年 大分県公立入試 類似）

1. かつてアパルトヘイトと呼ばれる
人種隔離政策が行われていたが、現
在は廃止されている。

2. ギニア湾沿岸の国々と同じように
、カカオやコーヒーのプランテーシ
ョン農業が経済の柱となっている。

3. 金や鉄鉱石、レアメタルなどの鉱
産資源が豊富で、これらを利用した
工業が発達している。

4. アフリカ大陸の南端に位置してお
り、古くから航路の要所とされた喜
望峰がある。

問4 熱帯の中でも、一年を通して気温が高い一方で、降水量の多い時期（雨季）と極端に少ない時期（乾季）がはっきりと分かれている気候を何と
いいますか。丈の長い草原に樹木が点在する景観が特徴の名称を答えなさい。 （2026年 埼玉県公立入試 類似）

1. サバナ気候 2. 砂漠気候 3. 熱帯雨林気候 4. 地中海性気候

問5 世界地図において、アフリカ大陸の北側に広範囲にわたって分布するサハラ砂漠周辺の気候的特徴について述べた文として、最も適切なものを
次のうちから選びなさい。 （2018年 沖縄県公立入試 類似）

1. 季節風（モンスーン）の影響を強
く受け、夏に集中的な降水が見られ
る。

2. 降水量が極めて少なく、蒸発量が
降水量を上回るため、乾燥帯に分類
される。

3. 高緯度の大陸東岸に位置するため
、冬の寒さが厳しく針葉樹林が広が
る。

4. 赤道に近い低緯度地域であるため
、一年を通じて高温多湿な熱帯雨林
が広がる。

問6 特定の鉱産資源や農産物の輸出だけに頼って国の経済が成り立っている状態を「モノカルチャー経済」といいます。この経済構造が抱えるリス
クについて、最も適切な説明を選びなさい。 （2022年 山口県公立入試 類似）

1. 原材料を輸入して製品を輸出する
過程で、関税が高くなりすぎて利益
が減少する

2. 特定の作物や資源を自国で消費し
すぎるため、輸出に回す余力がなく
なる

3. 国際価格の変動や気象条件による
収穫量の変化が、国家の収入を不安
定にする原因となる

4. 国内の特定産業の技術が向上しす
ぎるため、他国との貿易摩擦が激化
する

問7 アフリカ諸国で見られる、特定の農産物や鉱産資源の輸出に経済を過度に依存する「モノカルチャー経済」の説明として、コートジボワールの
事例をふまえて述べた次の文のうち、正しいものを選びなさい。 （2022年 茨城県公立入試 類似）

1. コートジボワールでは、西アフリ
カ特有の乾燥した気候を活かした綿
花の輸出が世界第1位であり、これが
国家財政を支えている。

2. コートジボワールでは、コーヒー
豆の生産量が世界第1位であり、特定
の農産物に依存しない多角的な農業
経営が古くから行われている。

3. コートジボワールでは、輸出額の
約28％を占めるカカオの生産が世界
第1位であり、国際価格の変動が国内
経済に大きな影響を与える。

4. コートジボワールでは、輸出額の
大部分を天然ゴムが占めており、近
隣のギニア湾沿岸諸国と協力して東
南アジアへの輸出を拡大している。

問8 アフリカの乾燥帯において「遊牧」という生活様式が成立している理由として、自然環境の特色に触れた説明として最も適切なものはどれです
か。 （2026年 山形県公立入試 類似）

1. 熱帯雨林が広がっており、日光を
求めて家畜を移動させなければ成長
が遅れるため

2. 年間を通じて雨が少なく、家畜の
維持に必要な水や草が特定の場所に
限定されないため

3. 肥沃な土壌が広がっており、家畜
の移動によって広範囲に肥料をまく
必要があるため

4. 季節による気温差が激しく、冬の
寒さを避けるために高緯度地域へ移
動する必要があるため

問9 アフリカ大陸の国境線について述べた文として、正しいものはどれですか。 （2020年 和歌山県公立入試 類似）

1. かつての植民地支配の影響により
、経線や緯線を利用した直線的な国
境が多く見られる。

2. 民族の移動を容易にするため、言
語の境界線に合わせて国境が引かれ
ている。

3. 熱帯雨林や砂漠などの厳しい自然
環境を避けるように、複雑な曲線で
構成されている。

4. ナイル川やニジェール川などの大
きな河川のみを境界とするよう、国
際会議で定められた。

問10 かつてオスマン帝国の支配を受け、その後のイギリスによる支配を経て1922年に独立を果たした、北アフリカに位置する国について述べた文と
して正しいものはどれですか。この国は、地中海と紅海を結ぶ国際的な海上交通の要所を国有化した歴史を持ち、近年ではエネルギー資源の開
発によって経済成長を遂げています。 （2017年 東京都公立入試 類似）

1. 1950年代にスエズ運河の国有化
を宣言し、近年は石油や天然ガスの
産出が経済を支えている。

2. 古代アステカ文明の遺跡の上に首
都が築かれており、北米自由貿易協
定への参加を経て工業が発展した。

3. ムガル帝国の滅亡後にイギリスの
植民地となった歴史を持ち、現在は
情報技術（IT）産業が発展している
。

4. かつてフランス領インドシナと呼
ばれた地域であり、現在はドイモイ
政策によって工業化が進んでいる。

問11 サハラ砂漠以南のアフリカにおいて、2008年から2016年にかけて、米の生産量が約1425万トンから約3263万トンへと倍増しました。この生
産量増大の主な要因として最も適切な説明はどれですか。 （2020年 愛知県公立入試 類似）

1. 米の需要が減少したため、栽培面
積を縮小させて高付加価値な商品作
物の栽培に転換したこと。

2. 農作物の輸出を制限し、国内向け
の生産を縮小させることで、統計上
の生産効率を向上させたこと。

3. 品種改良などによる単位面積あた
りの収穫量の向上に加え、栽培面積
が大幅に拡大したこと。

4. 栽培面積は減少したものの、飛躍
的な技術革新によって単位面積あた
りの収穫量のみが大幅に増えたこと
。

問12 アフリカ州の国々に見られる、特定の農産物や鉱産資源の輸出に頼る経済構造を何といいますか。この経済構造は、天候不順や国際価格の変動
の影響を受けやすいという特徴があります。 （2023年 青森県公立入試 類似）

1. モノカルチャー経済 2. フェアトレード 3. バイオテクノロジー 4. プランテーション農業


